
　人には誰にでも「生きる」という本能的な力
がある。人はひとりぼっちじゃ生きられないけ
れども、居場所があれば、人は生きられる。人
とつながっていれば生きられる。自分を発揮で
きる場所があれば、元気になれる。「生きる」と
いう本能が、居場所と、自分を発揮できる場所
や仲間を求めている。世の中のすべての人は、
そうして生きている。みんな同じだから、あな
たを理解してくれる人は必ずいる。
　「縁を絆に」という言葉がある。人との出会い
を大切にして、家族や友達とのつながりを大切
に育ててほしい。人間を愛してほしい。そして、
何でもいい、目の前のことから目を背けず、ご
まかさず、全力になって取り組んでほしい。
　それでも、寂しくて、つらくてたまらない時、
この言葉を思い出してほしい、「この世にあなた
を愛してくれている人が必ずいる」ということを。
　大人たちは、今まで創り上げてきたすべてのも
のを、若い人に託して、何も持たずに舞台から去っ
て行く。そして、あなたたち若い人が手に入れる
ものは、この世のすべてだ。大人たちは去って行
く、「未来」をあなたたちに託しながら……。

※�山科青少年活動センターの、若者が地域の歴史を知る、
地域活動との接点を持つことを目的とした事業の企画運
営に協力していただいています。

ふるさとの良さを活かした
まちづくりを進める会事務局長

�浅井�定雄（筆名：鏡山次郎）

縁を絆に

３814
特
集若

者
×
多
文
化
共
生

〜
今
、
多
文
化
が
共
生
す
る
と
い
う
こ
と
〜

高
校
生
が
作
っ
た
ペ
ー
ジ

高
校
生
が
京
都
に
つ
い
て
考
え
る

オ
ー
プ
ン
な
場
で
の
関
わ
り
の
可
能
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

���

水
野
篤
夫

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ�

ひ
き
こ
も
る
若
者　

み
ま
も
る
家
族

ユ
ー
ス
か
わ
ら
版�

「
や
ま
せ
い
〝
あ
え
る
〟
フ
ェ
ス
タ

��『
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ダ
ン
ス
バ
ト
ル�

2�

on�

2
』」　

ほ
か

イラスト：おおつか　なな

1012

子どもから責任ある大人へと成長する青少年
を支援しています。
家庭、学校、地域社会、職場ほか、青少年が
自主的な活動場面への参加を通じて、社会と
交わり、自身の興味や関心を豊かにし、必要
に応じて、助言、情報、または多様な人的・
物的資源が得られるような機会を提供します。

ユースサービスの理念


